
面的に災害リスクを把握していただくため、
特定の地点のピンポイント情報を表示せず、
クリックした箇所の半径約50ｍ範囲内の最
大浸水深(今回の場合、大場川河川敷部分)
を表示しているからです。

国土地理院の「重ねるハザードマップ」の
洪水浸水想定区域（想定最大規模）で、南
二日町広場をクリックすると浸水深が5.0ｍ
～10.0ｍとなるのは何故ですか?

【回答】

【質問①】



「重ねるハザードマップ」で南二日町
広場の大場川に近いエリアをクリック
すると薄いピンク(浸水深0.5～3.0ｍ)
のエリアでも浸水深5.0ｍ～10.0ｍと表
示される個所があります。



これは令和7年3月の「重ねるハザードマップ」の改良で、これまで、特定
の地点ピンポイントの情報のみが表示されていたのが、面的に災害リスク
を把握していただくため、クリックした箇所の半径約50ｍ範囲内の最大浸
水深を表示しているからです。



先ほど浸水深5.0ｍ～10.0ｍと表示され
た箇所から半径約50ｍの円が下記とな
ります。この範囲内に赤いエリア（5.0
～10ｍ）がある為、5.0～10ｍが表示
されています。 この河川敷部分の赤いエリアの

数字(5～10ｍ)が表示されています。



ちなみに同じ南二日町広場敷地内の同
じ薄いピンクのエリアでも、大場川か
ら離れた、クラブハウス付近をクリッ
クすると0.5ｍ～3.0ｍの表示が出ます



南二日町広場のクラブハウス付近の浸水深
は約1.4ｍとなります。

「重ねるハザードマップ」でクリックした
地点の半径約50ｍ範囲の最大浸水深を表示
するのは分かりました。では実際の浸水深
は何ｍになりますか?

【回答】

【質問②】



「重ねるハザードマップ」のよくある質問Q21.「 洪水によって想定される
浸水深の具体的な数値が知りたいです。」の回答で浸水ナビの利用を進め
ており、この浸水ナビから詳細な浸水深を知ることが出来ます。



この「浸水ナビ」で南二日町広場内の
クラブハウス付近をクリックすると
1.4ｍと表示が出ます。



ちなみに「浸水ナビ」で先ほどの「重
ねるハザードマップ」で浸水深5～10
ｍと表示された敷地内の大場川に近い
エリアを調べると浸水深1.46ｍとなり
ます。


